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心房細動(AF)を発症すると心房が規則正しく収縮ができなくなるため,血栓ができやすくなり,
心原性脳梗塞のリスクが高まる．近年,渡邉らは,AF 患者の脳梗塞発症リスク推定には心拍変動
特性が有用であることを報告した．渡邉らは,時系列信号の不規則性を表す指標である Sample 
Entropyを様々なスケールで粗視化した時系列で計算するMultiscale Entropy(MSE)解析を用い, 
90秒以上のスケールの心拍変動の Sample Entropyが CHA2DS2-VAScスコアよりも高い予測能が
あることを示した．しかし,MSE 特性を特徴付ける時間相関特性と確率分布特性のどちらがより
虚血性脳梗塞発症リスクと関連があるのか明らかにされていない. そこで本研究では MSE 特性
を反映する確率過程の自己相関係数と確率分布の情報エントロピーに着目し,これを解明するこ
とを第一の目的とする.さらに，AF患者の心拍変動時系列の非ガウス指標と非対称性指標が脳梗
塞発症リスクを評価する上での有用性を検証することを第二の目的とする. 
藤田保健衛生大学病院でホルター心電図計を用いて計測された 24時間の心電図データを解析
した．AF患者 173名を対象とし,このうち平均 3.8年の観察期間内に 22人が脳梗塞を発症した．
様々な時間スケール(2〜1000 秒)で粗視化した心拍変動データの自己相関係数と情報エントロ
ピーを算出した．その結果，自己相関係数については AF患者の脳梗塞発症群と非発症群との間
に有意差が見られなかったのに対して，確率分布の情報エントロピーについては両群間に有意差
が見られた．この結果およびロジスティック回帰モデルを用いた判別分析の結果より, 心拍変動
時系列の確率分布特性を反映する情報エントロピーが脳梗塞発症リスク評価指標として有用で
あることが示唆された. 分布の裾の厚さを特徴付ける非ガウス指標と非対称性指標については
両群間で有意差が見られなかった.  
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